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　旭区内を南北に走る市道「白根通り」。拡幅工事が着々
と進む中で、不動丸小学校の通学路にもなっている斉藤
橋の下流側は手つかずの状態が続いていました。
　私は2012年5月、危険な通学路について調査を行い、
それを公明新聞が取材。斉藤橋付近は歩道がない部分も
あり、大型バスなど多くの車両が行き交う傍らを、すり抜
けるように登校する児童の姿を報じています。当時も、地
元の町内会や住民から「一刻も早く安全な道路に」との切
実な声が寄せられていました。

　
　工事が止まってしまっていたのは、斉藤橋から下流の中
堀川は河川法によって河川敷に道路等を造成することが
厳しく制限されており、道路を拡幅したい横浜市と、法に
基づいて河川を管理する神奈川県との間で折り合いがつ
かなかったことが原因でした。
　そこで私は、市の旭土木事務所と県の河川課との間に
入り、繰り返し両者の意見を聴きながら、課題を整理。最
後には、神奈川県の担当副知事に面会し、横浜市の道路
行政のトップと話し合って課題を解決するよう直談判しま
した。

　　　
　
　

　その結果、県と市の調整が図られ、平成31年度にも、歩
道の新設を含め斉藤橋付近の拡幅工事を行う見込みが
立ったとの連絡を受けました。拡幅整備後は信号機を設
置するよう要望しています。
　今後は、市会議員とも力を合わせ一日も早い工事の完
成を目指していきます。

白根通り「斉藤橋」付近の拡幅
が実現します！

白線内：車道
　　     （3.5m×２車線）

中堀川

斉藤橋

横断歩道の設置位置

計画平面略図（暫定整備案） 黄色内：歩道新設部
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県と市の間に入り打開策探る

信号機の設置もかねてより要望

7年前から対策を探る
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委員会、厚生常任委員会の委員長を歴任。神奈川県議会第111代副議長。

おのでら慎一郎はSDGsを推進します！
SDGs（Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標）

とは、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発

のための2030アジェンダ」に記載された2016年から2030年まで

の国際目標です。持続可能な世界を実現するための17のゴール、169の

ターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さない（leave no on 

behind）ことを誓っています。

I TTO×SDGs

もったいない×SDGs

神奈川県×SDGs

左からおのでら、ディタレ事務局長、黒岩知事、サックル事務局次長
（2019年1月24日）

エ ス デ ィ ー ジ ー ズ

　本格的な国際機関としては初めて日本、それも横浜に本部を置く
ITTO（International Tropical Timber Organization=国際熱帯
木材機関）。ITTOは熱帯林資源の保全と持続可能な経営、利用など
を促進している政府間組織で、SDGsを強力に推進しています。
　先日、ITTOのゲァハート・ディタレ事務
局長と、シャーム・サックル事務局次長を
黒岩祐治知事にお引き合わせしました。
　SDGsの推進や、今年横浜で開催され
るTICAD７（第７回アフリカ開発会議）で
の相互協力、神奈川県で行っているプラご
みゼロ運動についてなど、短時間ではあり
ましたが、有意義な会談となりました。

　私が2005年の自著『もったいない』に引用した国連の「ミレニアム開発目標」MDGs（エムディージーズ）。21世紀初頭の15年
間で極度の貧困と飢餓を撲滅することをめざしたMDGsは、１日1.25ドル未満で暮らす人々の割合を1990年の47％から14％に
減少させるなど、一定の成功を収めました。
　『もったいない』の改訂版を執筆したのは、SDGsがスタートした2016年。年間約177兆円にも上る世界の軍事費の1割で、今
なお極度の貧困に苦しむ8億人以上の人々が救われることなどを短い文章にしました。そうしたMDGsで積み残されたことも含
め、不平等の是正や気候変動への対策、質の高い教育の提供などをめざすのがSDGsです。

　SDGsは先進国、途上国を問わず、すべての国々が対象です。例えば、私が取り組んでいる私立高校の学費補助はSDGsの目標
その３「質の高い教育をみんなに」に、困難をかかえる女性への支援は目標その４「ジェンダー平等を実現しよう」と軌を一にしてい
ます。
　私と公明党県議団は、県の諸施策をSDGsの視点で推進することを提案。それを受けた県がSDGs担当理事を置くなど積極策
を講じた結果、SDGs達成に向け優れた取り組みを行っているとして、国から「SDGs未来都市」および「自治体SDGsモデル事業」
に選定されました。

「SDGsを最初に取り上げ、私に教えてくれたのが公明党でした」（黒岩知事）
2019年1月16日 公明党「新春の集い」にて


